
令
和
６
年
度
投
稿 

  

俳
句 

（
四
月
） 

行
く
春
や 

旅
の
宴
の 

月
日
貝 

 

（
維
新 

竹
東
子
） 

城
山
に 

若
葉
の
香
り 

鳥
の
声 

（
城
山 

竹
東
子
） 

仙
巌
園 

景
色
も 

負
け
ぬ 

春
の
雨 

（
仙
巌
園 

猫
髭
収
集
家
） 

春
日
傘 

こ
こ
が
見
事
と 

桜
島 

（
仙
巌
園 
倖
悦
） 

春
雨
の 

向
か
ふ
に 

噴
煙 

桜
島 

（
城
山 

月
城
花
） 

東
風
に 

吹
か
れ 

足
重
く
な
り 

雨
宿
り 

（
仙
巌
園 

な
な
も
ん
） 

こ
い
の
ぼ
り 

そ
よ
そ
よ
お
よ
ぐ 

さ
く
ら
じ
ま 

（
城
山 

匿
名
） 

階
段
を 

登
っ
た
先
に 

お
昼
だ
「
ド
ー
ン
！
」 

（
城
山 

ワ
ル
は
る
ち
ゃ
ん
） 

 



桜
島 

心
支
え
る 

よ
り
ど
こ
ろ 

（
城
山 

ま
る
っ
ち
の
マ
マ
） 

城
山
の 

頂
上
ま
だ
か 

ソ
ー
ダ
水 

（
城
山 

川
上
町
の
成
さ
ん
娘
） 

白
煙
に 

雲
の
峰
め
く 

桜
島 

 

（
城
山 

恵
美
子
） 

 
 

 
 

 
 

（
五
月
） 

初
夏
薩
摩 

俳
句
作
り
に 

耽
る
妻 

 

（
仙
巌
園 

遊
び
心
お
島
津
） 

夏
の
海 

水
面
に
聳
え
る 

桜
島 

（
仙
巌
園 
ｇ
ｔ
） 

子
ら
の
声 

は
こ
ぶ
薫
風 

桜
島 

（
城
山 

粥
川 

貴
斗
） 

火
山
よ
り 

返
る
「
や
っ
ほ
ー
」 

こ
い
の
ぼ
る 

（
城
山 

ぺ
え
） 

鹿
児
島
の 

町
を
見
下
ろ
す 

展
望
台 

（
城
山 

猫
仁
） 

大
鳥
居 

霧
島
神
宮 

青
も
み
じ 

（
城
山 

和
ち
ゃ
ん
） 

 



新
緑
に 

白
く
た
な
び
く 

桜
島 

（
城
山 

和
ち
ゃ
ん
） 

噴
く
山
を 

眺
め
て
一
夜 

春
の
旅 

 

（
城
山 

鷹
野
美
恵
子
） 

 

（
六
月
） 

  

仙
巌
園 

雨
に
濡
れ
る 

松
の
影 

 

（
仙
巌
園 

Ｙ
ｕ
ｍ
ａ
） 

積
む
石
に 

祖
先
と
今
の 

思
慕
重
ね 

 
（
仙
巌
園 

濱
田
千
夏
） 

か
ご
ん
ま
の 

心
地
の
良
さ
に 

太
鼓
判 

 

（
仙
巌
園 
ご
り
さ
） 

 

（
七
月
） 

城
山
展
望
台 

不
用
花
錢
坐
渡
輪 

看
得
到
櫻
島 

（
城
山 

周
） 

老
の
身
に 

順
路
涼
し
き 

島
津
邸 

（
仙
巌
園 

原
田
ま
ゆ
み
） 

カ
ラ
ス
鳴
く 

夕
暮
れ
ど
き
の 

城
山
や 

（
城
山 

な
か
の
な
な
こ
） 

  



 
（
八
月
） 

  

暑
い
ね
と 

目
が
合
っ
た
の
は 

桜
島 

（
城
山 

じ
ょ
ん
） 

汗
か
い
た 

汗
か
い
た
っ
た
ら 

汗
か
い
た 

 

（
仙
巌
園 

の
の
か
ち
ゃ
ん
） 

蝉
の
声 

届
け
響
か
す 

南
風 

 

（
仙
巌
園 

だ
し
ま
き
し
ょ

う
だ
い
） 

城
山
に 

涼
風
来
た
す 

桜
島 

 
（
城
山 
十
河
雷 

ら
い
） 

  

（
九
月
） 

  

赤
蜻
蛉 

留
ま
る
愛
の 

丸
十
字 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
巌
園 

星
行
） 

法
師
蝉 

の
べ
つ
幕
な
し 

丸
十
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
巌
園 

星
行
） 

嵐
去
り 

望
む
は
青
と 

桜
島 

 

（
仙
巌
園 

犬
も
旅
す
れ
ば



台
風
に
あ
た
る
） 

さ
く
ら
じ
ま 

な
つ
よ
の
お
わ
り
に 

ふ
ん
か
か
な 

 

（
城
山 

す
ず
み
） 

 

木
々
し
げ
る 
山
よ
り
見
え
る 

都
の
反
映 

 

（
城
山 

棚
か
ら
ぼ
た
も
ち
） 

（
十
月
） 

  

鹿
児
島
は 

歴
史
が
い
っ
ぱ
い 

つ
ま
っ
て
る 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
南
洲
公
園 

串
町 

隼
） 

せ
ん
が
ん
の 

巌
と
な
り
て 

密
柑
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
巌
園 

 
オ
サ
ー
ル
生
は
る
お
き
） 

桜
島 

煙
り
流
す
や 

女
郎
花 

 

（
維
新
館 

原
浩
朗
） 

秋
高
し 

坂
上
の
雲 

桜
島 
 

（
南
洲
公
園 

兎
鍋
居
士
） 

て
っ
ぺ
ん
に 

冬
靄
か
ぶ
る 

桜
島 

 

（
城
山 

永
田
千
春
） 

桜
島 

中
心
に
据
え 

松
手
入 

 

（
仙
巌
園 

筒
井
美
智
恵
） 

 



桜
島 

歴
史
を
包
む 

雄
大
さ 

 

（
城
山 

や
ま
さ
ち
） 

西
郷
ど
ん
の 

た
ぎ
る
思
い
は 

こ
の
地
か
ら 

 

（
城
山 

や
ま
さ
ち
） 

     
 



  
川
柳 

（
四
月
） 

 
 
 
 

わ
か
ら
ず
や 
母
を
背
に
し
て 

い
ざ
ゆ
か
ん 

 （
城
山 

ト
マ
ト
） 

 

（
五
月
） 

 
 
 
 

父
の
案 

母
は
一
喝 

ぎ
を
い
う
な 

 

（
仙
巌
園 

遊
び
心
お
島
津
） 

玉
こ
め
て 

西
洋
（
て
き
）
に
備
え
し 

島
津
兵 

 （
仙
巌
園 

思
春
期
の
４
７
歳
） 

仙
巌
園 

歴
史
見
守
る 

桜
島 

 

（
仙
巌
園 

ｇ
ｔ
） 

   

闇
の
中 

頭
に
浮
か
べ
る 

桜
島 

（
城
山 

べ
え
） 

 

西
郷
ど
ん
も 

愛
し
た
景
色 

我
も
ま
た 

（
城
山 

和
ち
ゃ
ん
） 

 

（
六
月
） 

 
 
 
 

白
む
空 

見
果
て
る
先
の 

桜
島 

 



（
城
山 

ｈ
ａ
ｔ
ａ
） 

分
か
ら
ず
も 

歴
史
感
じ
る 

赤
い
傘 

 

（
仙
巌
園 

ご
り
さ
） 

 

（
七
月
） 

 
 
 
 

通
り
雨 

遠
路
の
姉
と 
桜
島 

 

（
仙
巌
園 

さ
と
う
一
徳
） 

雲
の
傘 

被
り
晴
れ
待
つ 

桜
島 

 

（
城
山 

は
ら
） 

真
夏
日
に 

よ
う
来
な
さ
っ
た
と 

桜
島 

 
（
城
山 

あ
づ
み
コ
ー
チ
） 

  

（
八
月
） 

 
 
 
 

城
山
の 

桜
島
映
ゆ
る 

展
望
台 

 

（
城
山 

し
ゅ
ん
ぴ
ょ
ん
） 

  

薩
摩
ま
で 

来
て
よ
か
っ
た
な 

さ
つ
ま
揚
げ 

 （
仙
巌
園 

だ
し
ま
き 

 

し
ょ
う
だ
い
） 

旧
友
と 

夜
景
眺
め
る 

呑
み
の
あ
と 

 

（
城
山 

ウ
ミ
ゴ
イ
） 



 
（
九
月
） 

 
 
 
 

御
本
殿 

木
の
香
映
え
る
や 

鶴
屏
風 

（
仙
巌
園 

星
行
） 

 

両
棒
餅 

タ
レ
を
ぬ
ぐ
い
て 

汗
拭
う 

 
 

（
維
新 

さ
っ
ち
ゃ
ん
） 

さ
く
ら
じ
ま 

き
み
と
の
ま 
あ
っ
と
い
う
ま 

 
 （

城
山 

ま
り
ち
ゃ
ん
） 

ド
ン
フ
ァ
ン
と 

こ
こ
で
出
会
っ
た 

ド
ン
広
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 
 

薩
摩
の
西
郷
ド
ン
フ
ァ
ン
） 

 

雨
降
れ
ど 

が
っ
か
り
す
る
な 

島
津
雨 
 

（
城
山 

み
や
し
ろ
） 

目
の
前
の 

噴
火
で
学
ん
だ 

不
屈
の
心 

 

（
城
山 

み
や
し
ろ
） 

元
気
で
ね 

名
残
り
惜
し
く
て 

薩
摩
旅 

 

（
城
山 

み
や
し
ろ
） 

鹿
児
島
の 

ア
イ
ス
う
ま
う
ま 

よ
だ
れ
ジ
ュ
ル 

（
城
山 

棚
か
ら
ぼ
た
も
ち
） 



（
十
月
） 

 
成
り
明
く
る 

堕
ち
て
は
聞
く
ぞ 

斉
彬 

 
 

（
仙
巌
園 

 

オ
サ
ー
ル
生
は
る
お
き
） 

鹿
児
島
の
地 

振
り
返
れ
ば
父 

旅
の
終
わ
り 

 
 （

仙
巌
園 

も
っ
さ
ん
） 

霧
の
中 

雨
に
濡
れ
つ
つ 

働
き
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
仙
巌
園 

王
新
媛
） 

 



短
歌 

（
五
月
） 

曇
天
も 

揃
え
て
歩
く 

父
と
子
の 

 

仙
巌
浴
び
る 

未
来
へ
の
光 

 

（
仙
巌
園 

な
つ
ま
い
も
） 

仙
巌
園 

島
津
の
歴
史
に 

入
り
浸
る 

 

 

我
に
返
す
は 

電
車
の
足
音 

 

（
仙
巌
園 

ｇ
ｔ
） 

上
野
で
も 

目
立
つ
存
在 

西
郷
ど
ん 

 

遠
路
江
戸
で
も 

足
跡
見
ゆ
る 

 
（
維
新 

金
太
郎
） 

霧
島
を 

背
景
に
し
て 

横
切
っ
た 

 

路
面
電
車
と 

汽
笛
鳴
る
船 

 

（
仙
巌
園 

白
鳥
０
０
７
） 

桜
島 

幼
き
祖
母
に 

寄
り
添
い
し 

 

い
ま
我
孫
と
見 

世
代
を
超
ゆ
る 

 

（
仙
巌
園 

お
じ
ょ
う
） 

  

（
六
月
） 

袖
引
い
て 

桜
島
望
む 

子
供
の
声 

 

望
遠
鏡
の 

百
円
ね
だ
る 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

林
堂
） 



（
八
月
） 

先
人
の 

知
恵
と
努
力
と
志 

 

 

今
ま
で
繋
ぐ 

史
跡
訪
ね
る 

（
仙
巌
園 

だ
し
ま
き 

 

し
ょ
う
だ
い
） 

望
遠
鏡 

一
〇
〇
円
払
う
は
許
さ
れ
ず 

 

ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
で 

８
倍
ズ
ー
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

十
河
雷 

ら
い
） 

（
九
月
） 

 

桜
島 

ベ
ン
チ
腰
掛
け 

さ
つ
ま
揚
げ 

 

オ
マ
ケ
が
増
え
る 

人
情
街
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

福
岡
に
も
お
い
で
） 

秋
日
の 

展
望
台
よ
り 

漏
れ
出
る 

 

夕
の
焼
け
跡 

島
照
ら
す 

（
城
山 

棚
か
ら
ぼ
た
も
ち
） 

（
十
月
） 

 

目
頭
を 

湿
ら
す
あ
の
日
の 

は
や
り
歌 

 

会
い
た
い
よ
お
と 

叫
ぶ
城
山 

（
城
山 

開
明
子
） 



瓦
屋
根 

鳴
り
ゆ
く
響
き 

令
和
に
て 

 
煎
餅
か
じ
る 

子
は
別
荘
に
て 

（
仙
巌
園 

 

オ
サ
ー
ル
生
は
る
お
き
） 

 

      


